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1)この取扱説明書をよくお読み下さい。

2)この取扱説明書を保管して下さい。

3)す べての警告にご注意下さい。

4)す べての指示に従つて下さい。″

5)この楽器を水まわりで使用しないで下さい。

6)楽 器を拭くときは、乾いた布をご使用下さい。

7)楽 器の開田部を基がないで下さい。メーカーの指定する場所に設置して下さい。

3)熱 源の近くに設置しないで下さい。           1

9)安 全のため、極性のあるフ
・
ラク
・
、またはアース付のプラク

・
を使用して下さい。

10)電源ヨート
・
を踏んだり、はさんだりしないで下さい。

11)メーカーの付属品をご使用下さい。

12)メーカー専用のカート、スルト
・
、1三脚、フ
・
ラケウトをご使用下さい。

カートを使用する場合は、転倒防止にご注意下さい。

13)雷の場合や、長く使用しない場合はプラクを抜いて下さい。

10修理は資格のあるサーヒ
・
スマンにご相談下さい。電源コードやプラク

・
が壊れた場合、

液体がこばれたり、ものが落ちた場合、雨や湿気にさらされた場合、

通常に操作できない場合、落とした場合。      
… …

This symbolis intended to atettthe userto

the presence ofimportant opemttng ahd
mttntenance〔serVidng〕insttuclions h the
literature accompanying the appliance.
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181楽器のケア

サルがン本体やコントロール部(ノフ
や
、ストッフ
°
、ホ
｀
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

・ラシ
・
オ、テレヒ
い
、コンヒ
°
ューター、ヒ
や
デオ等 強いノイス

'を
出す機器の近くに、オルカじを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりっぱい場所、また磁気の強い所にオルがンを設置し

ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこぼしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ラシか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アJレコー,レは決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシールドケーフ
・
サレを使用して下さい。 ケーフ

・
Jレをはずすときは、必ずコネクター

部分を持つて下さい。またケープ,レを巻くときは、結んだり、ねじつたりしないで下さい。

・スヒ
°一カーヘの接続を確認してから、スイッチをONに して下さい。雑音や危険なヒ

°一ク信号を

避けることが出来ます。

・長期間オルがンを使用しない場合は、電源ソケットからプラク
・
を抜いて下さい。



甲

車
や 甘

2.コントロールと接続

2.1フロントハ
°
ネル

手鍵盤の上にあるフロントハ
°
ネルには鍵盤部毎にまとめたストップがあります。これらのストッフ

°
で

オルがンのレシ
・
スターをオンオフします。

甲

車
号・1-甘r

「

1.[PEDA岨 ストッフl ここには足鍵盤のホ
・
イスとカプラーがあります。

o1/P:Man.Iのホ
・
イスを足鍵盤で演秦できます。

o I1/P:Man.Hのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

2.[MAN.ロストップ:  ここにはMAN.Iのホ
・
イスとカプラーがあります。

oH/1:Man.Iのホ
・
イスをMan.Iで演奏できます。

3.[MAN.Iロストッフl ここにはMAN.IIのホ
・
イスがあります。

2.2マニュアルスフ
°
リッターコントロール

手鍵盤のすぐ下に、メモリー、トゥッティ、カフiチー他のホ
・
タンがあります。シ

・
ュヒ
・
レート60DLXにはシ

・
ェネラル・メモリー

と各鍵盤部の専用メモリーがあります。

シ
'ュ
ビレート60とシ

・
ュヒ
・
レート50の場合はシ

→
ェネラル・メモリーだけなので、そのホ

・
タンはMan.Iの下にあります。

2A ４ ５ ６
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」レわ〃坊古θびθ夕″J5θ ∂θ/tr/θ

1,シ
・
ェネラル・メモリー:ここのはシ

iェ
ネラル・メモリーがあります。メモリーを呼び出すと関連するストップが

点灯します。

[NEX司ホ
'タ
ンを押すと、次のメモリーが選ばれ、[PREⅦホ

や
タンを押すと、1つ前のメモリー

ヘ戻ります。

2 .専 用 メモリ
ー
( J u b i l a t e  6 0 D枚のみ〉 」u b i aにe 6 0  D e l u x eには、M a n】K 2 A )用、M a n . I ( 2 B )用、

足鍵盤(20)用それぞれの専用メモリーがあります。

メモリーを呼び出すと関連するストップが点灯します。       ,

専用メモリーでは、関連する鍵盤部のみのメモリーができます。

メモリーホ
'タ
ンの横に、[HR]というポタンがあります。このホ

い
タンを押すと、現在のレプスト

レーションが自動的にメモリーされます。このホ
や
タンの主な機能は、メモリーホ

・
タン使用時に、

メモリー以外に設定したレシ
'ス
トレーションを復活するものです。HRのメモリーはt手動でストップを

オン・オフさせないと変更できません。

注意:HRのメモリ…はオルがンの電源スイッチを切ると消
えます。

各メモリー(HR、トゥッティ含む)は保存できます。
―ストップのオン/オフの状態
一カフ
°
ラーの状態(セ上プ可能等。)

―トレミュラントの状態(変更したものも保存できます)。
一オ】レカ
や
ン・スタイ,レ(ハ

'ロ
ック、 ロマンティックetc.)

一MIDIコントロールとSEND PROGRAM CHANGE機 能を使つたフ
°
ロク
・
ラム・チェンシ

'の
保存。

エンクロース
｀
卜
・
とオートマティックロヘ

°
ダ,レはプェネラル・メモリー、HR、Tuttiに保存できます。

3.[S]ヒ
°
ストン:レプストレーションをセットする時に使うホ

'タ
ンです。ホ

'イ
スのコンヒ
や
ネーション(レプストレーション)を

作り、メモリーホ
・
タン(シ
・
ェネラル、トウッティ、専用メモリー)を押したまま、[S]ホ

・
タンを押すと、メモリー

できます。

4 . [ N E x 司 と [ P R E V . ] ピストン:プエネラル・メモリ
ーの送 リホ

や
タンです。 [ N E X T ] を押 す と、次 の

メモリーヘ進み、(1のときは2へ進む)、[PREV.]を押すと前へ戻ります。(3のときは2へ戻る)

n  n  n  R  n  n  R  n 月 向  n  n  向 n  n  R  R  n  n  n  同 n  n  n  n

9  999 ⑤10  0 0 0 0tO O O  ,「③ el vMceω 9 9

３ ９ ４ ８ ５ ６ ０



2.3サイト
・
ハ
°
ネル

操作をしやすいように、 調整つまみはすべて左サイト
Ⅲ
ハ
°
和レに、テ
・
ィスプレイとコントロールホ

・
タンは

右サイドハ
°
ネルヘ酉己置しました。

左ハ
°
ネル

1.[GENERAL]トリマー:オ】レカ
・
ンのシ
や
ェネラ】レ

G E N E t t L   R t t E R B  
      ホ

｀

リュ
ー
ム の 調 整 に 使 い ま す 。

酔◎ ◎相 加的円マ…プ効果のいル
調整に使います。PEDAL        MANJ

◎ ◎

一
恒∃ ュP 帥相 w マギ足鍵盤の削 r ム調整つまみ

POWER

国
4.[MAN Eトリマー:Man】のホ

・
リューム調整つまみ

5.[POWER]スイッチ:オルカ
・
ンの電源オン・オフスイッチ

注意:オJレカレの電源を連続してすばやくオン・オフさせないでください。オフにした後は

最低10秒待つてから再び電源をオンにして下さい。

右ハ
°
ネJレ

1.テ
・
ィスフ
°
レイ:128X64ヒ

°
クセサレてのク
・
ラフイック

テ
や
ィスプレイで、オルがンの各機能に対応します。

2.[FIELD A]、 [FIELD▼ ]ホ
・
タン:

テ
・
ィスプレイ上でカーソルを動かすホ

｀
タンです。

[FIELD A]は 上のフィールドヘ動き、[FIELD▼ ]は

下のフィールト
・
へ動きます。

3.[VALUE司 、[VALUE司 ホ
Ⅲ
タン:ハ
°
ラメーター調整に

使います。[VALUE十]は数値が増加し、

[VALUE司 は数値が減少します。

4.[EXI司 と[ENTE刺 ホ
'タ
ン:テ
・
ィスフ
°
レイの メニュ

ーヘ

アクセスしたり、離脱したりするホ
や
タンです。

[ENTER]はメニューに入つたり、確認に使います。

[EXI刊は予
'ィ
スフ
°
レイの画面を終了したり、

コンピューターのメッセーシ
・
を認めない場合に使います。



2.4へ
°
夕
・
ルのコントロール

ここにはスウゴ♭・へ
°
ダルがあります。」U60DXにはさらにカプラー、トウッテが調のフットヒ

°
ストンが

あります。

」ubれ7をθびθ∂θ/L//θ 」ubブわ絶 びθ2″J切 ∂θ/tr/θ

l―
l r氏コ性

1       -刊

1.カフ
°
ラー・フットピストン:カプラーを作動させるヒ

°
ストンです。

2.[MAN.1/PEDAロ ヘ
°
夕
・
サレ:Man.Iと足鍵 盤 のホ

・
リュームコントロールに使 います。

3.[Man_IIBへ
°
ダJ佐このへ

°
ダ】レでMan,Hの ホ

・
リュ
ーム・コント回―ルができます。

4.[TUTTEフットピストン:トウッティを作動するフットヒ
°
ストンです。

注意:左サイドハ
°
ネルのホ
'リ
ューム調整つまみは、各鍵盤部のホ

い
リュームハ
や
ランスをとります。

各鍵盤部のホ
や
リュームをお好みに合わせて一度設定すれば、頻繁に調整する必要

はありません。

一方、スウェルヘ
°
ダ,レはご希望の強弱を付けるために、常にコントロールすることになります。

ホ
や
リュームの調整とは別に、スウェルヘ

°
夕
・
ルはハ
°
イフ
°
オルカ
や
ンのスウェル・ホ

や
ックスの音仁莞疫化の

シミュレートもします。



2.5鍵盤棚下の接続端子

鍵盤棚下左側にMIDIやリモートの接続端子があります。

1 . [ H E A D P H O N E S ] コネクター:ヘッドフォンの接続 端子 です。(フォン
・シ
・
ヤック)ヘッドフォンを

つなぐと、オ,レがンの音が出なくなります。

注意iヘット
・
フォンの音を最適にするために、16Ωのヘッドフォンを推奨します。

2.[MID]コネクター:MIDIインターフエースを持つ楽器 の接続 に使用する、5ヒ
°
ンのDINプラゲ用

ソケットです。[IN]は他のMIDIソ
ースから送られた信号を受け、[OU刊 はオルがンから

発信した信号を送り出し、[THRU]はINに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

Expande,sequencel etc.

こに主。い中iⅢⅢⅢⅢ:日覇目目Eに鴎醸
Expandera Sequencei eLc. Master keybo6rd:keyb∝『di

MlDl宙le plavei et.

3.[INPU刊コネクター:他 の楽器で演奏したものを、オ,レガンのアンプで音を出すための

端子です。(ヒ
°
ン・シ
・
ヤック)音 源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.[OUTPU司コネクター:アンプを通さない信号を送り出す端子で、アンプ付スヒ七カーや

録音システムヘ接続するためのものです。
信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

:二:::::軍露==::‖l

Keyboard,synthl o電an・或c. A , 1 8 ' O g  r e c a r」i n g  s y s L n ,

powered bcx巳ミ・anlp打何こL etc.

も◎◎ ◎◎◎◎



2.6 リア・ハ
°
ネルの接続

リアハ
°
ネ,レの下方にはオーテ

・
ィオ・アウトプットがあります。前面のアウトプットと、リアハ

°
ネルの

アウトプットの違いは、前面のアウトプットにはオルがンからの信号が含まれており、リア
ハ
°
ネルのアウトプットには各鍵盤部の信号が送られます。各アウトプットはディスプレイの
設定に従つて調整されます。

1.[OUTPUT l]と [OUTPUT 2]の コネクター:

予
や
ィスプレイの機能によつて送られた、オルがンの信号を出力するプャック・ライン

アウトプットです。ファ外リーセッティンク
・
を行うと、アウトプットの信号は次のようになります。

―
[OUTPUT l]と :イ本4言号

一[OUTPUT 2]:リハ
Ⅲ…フ
←
のみ

③◎ ◎◎
OUTPUT1     0UTPUT 2



3.メインコント回―ルユニット

右サイドハ
°
和レに、オルがンの内部機能を調整するメインコントロールユニットがあります。

プュヒ
や
レート60にはいろいろな機能があり、ユーサ

'一
がカスタマイス

中
できます。

力♭ガン'スタイル(ハ
や
ロック、ロマンティック等)、ホ

'イ
スとそのホ

・
リューム等の設定も可能です。

音量レヘ
・
ル、イコライサ

・一、リモート・アウトプットのチャンネル割当ても調整できます。

トレミュラントやリハ
中―プの調整の他に、MIDIインターフエースの構成も調整できます。

3.1電源オンとメイン画面

オ,レガンの電源をわにすると、数秒後に(その間にアンプ回路の立上げ、オルがンのコンフィギュ

レーションを行います)使用可能状態になります。その間テ
や
ィスプレイははじめの画面を表示

します。

楽器にインストールしたファームウエアをチェックします。

電源立上げが終わると、画面は次のようになります。

o MEMORY BANK:こ のハ
°
ラメ
ーターを使 つて8つ あるメモリ

ー・ハ
や
ンクを選 ぶ ことができます。

シ
・
ェネラル・メモリーと専用メモリーが保存できます。

48のシ
'ェ
ネラル・メモリー(6シ

'ェ
ネラル・メモリーX8メモリーハ

'ン
ク)が保存できますので、複数の

オルがニストが使用する場合に便利です。(プュヒ
や
レート60DXには192の鍵盤毎の専用メモリーも

保存できます。)

o TRANSPOSER:+5/-6半 音の範囲で移調できま。(1目盛りが1半音です。)

IHTERHRTI口HRL

回PERRTIHE SWSTEH
WERSl口H 1827

TRnHSPttsER:
TEHP:EttunL
EHSEHttLE: 2



o  T E M P E R A M E N T :  ここではいろいろな時代と国 々の歴 史 的テンヘ
°
ラメントを選 ぶ ことが

できます。EQUAL,KIRNBERGER,WERCKMEISTER,PYTHAGOREAN,

M E A N T O N E , V A L L O T T Iが 入つています。

o ENSEMBLE:これはハ
°
イプカレがンが経年変化と気候の影響で、罰律が微妙にずれる

現象を6段階でシミュレートしたものです。正確なヒ
°
ッチをお望みの場合は一を選んで下さい。

O  S E T T I N G  M E N U :オ ルがンの設 定機 能 ヘアクセスするフィ
ールドです。

画面内部での移動方法

画面のカーソルは暗転した部分にあります。例えば前へ
°一プの例では、カーソルはMEMOR Y

B A N Kの′ヽ
°
ラメーターにあります。

カーソルを動 かすためには、[F I E L D  A ]か [ F I E L D▼ ]ホ
や
タンを使 って下さい。

[F I E L D  A ]ホ
Ⅲ
タンはカーソルを上 に動 か し、[F I E L D▼ ]ホ

'タ
ンはカーソルを下へ動か します。

もしも、そのメニューに複数の画面がある場合は、右上角に矢印が現れます。

こ,現在の画面に続きがある

r現 在の画面の前に画面がある

コ:現 在の画面の前にも、後にも画面がある

サプメニューや機能ヘアクセスするには[ENTER]を押します。また現在の画面を終了するには

[EXI刊を押します。

ハ
°
ラメーターの調 整 や、いろいろなセッティンク

・
を選 ぶ には、[ v A L U E呵 , [ V A L U E司 ホ

い
ル を使 います。

T E M P E R A M E N T :こ のオ,レがンでは次 の 5つのテンヘ
°
ラメントが使 えます。

MEANTONE:81国 の純粋な長 3度 (Eb―G/Bb一 D/F一A/C― E/G一B/D―F祥/A一C7E一 G芋)

使 用 できない長 3度 (減4度 )(B一D#/F#―A#/C#― E辞/Ab―C)

ウルフの5度:G#一Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調:C,D,G,A,日bとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

W E R C K M E I S T E R :オ ルカとスト、楽理学者 のアンドレアス・ヴェJレクマイスターの考 案 になるもので

1600年代後半のドイツ音楽に向きます。

KIRNBERGER:」 .S.ハ
・
ッハの弟子、ヨハン・フィリッフ

°
キルンヘ
・
ルカとが考案した,このテンヘ

°
ラメントは

ドイッ・ハ
・
ロックとハ
・
ッハの作品の演奏に向きます。

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

V A L L O T T l  V a 1 1 0 t t iのテンヘ
°
ラル トは後 にイギリスのトマス・ヤングに採 用されました。1 8世紀 の

イタリア音楽と、イギリス音楽に向きます。

０



3.2オルカ
・
ンのセットアップ機能の説明

メイン画面 か らME N U  S E T T I N Gを 選 ぶ と、オルがンのすべてのセットアップ機能 を含 むた ュ
ーヘ

アクセスできます。そこの最初の画面は次のようになります。

[FIELD▼ ]ホ
・
タンで下の方ヘスクロールすると」、メニューの次の部分が表示されます。

o  O R G A N  S T Y L E : ハ
や
ロック、ロマンティック等 の切 替

o VOICESi オルがンホ
tイスの設定機能。ホ

・
イスの入替え、調整、レプスターストップのチェックを

行います。

o SETUP:  このサフ
や
メニューに1まオルカ

°
ンのシ
・
ェネラル・セッティンク

・
がありまTす。トレミュラント、

イコライサと、リハとフ
・・タイフ
°
の選択、アウトフ

°
ット信号の調整、手鍵盤の設定、

ピストンの設定。

o  M I D I :   オルカラの M I D I インターフエースの設 定

o  U T I L I T Y :  オJレがン調律の微調整、ディスフ
°
レイ・コントラスト、フアクトリーセッティングの呼出し。

o DEMO SONG: テ
・
モソンク
・

サプメニューヘアクセスするには、 [FIELD A]か [FIELD▼ ]ホ
や
タンで関連 するフィ

ールト
・
を選 び、

[ENTER]を 押 します。 [EXI刊ホ
'タ
ンを押 せ ば、メイン画面 へ戻 ります。



下に、サフ
'メ
ニューの表を上げておきます。

MENU SETTING

GAN STYLE
1   0rgan Sttle SelectiOn

V01CES

Vbices Volume

TX′ RX Channel

臣酬1襴1靴Pedal Voices Volume

Man.l voices Volume

Man.‖ vOiOes Volume

Sound Check

Alternative Vbice

臣酬l容翻過程 TX′ RX ttiter

Sound Check

SETUP                            、

S据鞘1樹齢]に
r setli町

Real預me nker setting

UT:LiTY

3tting

,

9an Factory setung

gan style Factory setting

Sil:li::ii!ii母
l告:

２



4.オルカ
い
ンスタイル

プュヒ
・
レートシリース

・
の重要な特長として3つのオJレがンスタイルが選べることです。ハ

・
ロック、ロマンティック

シンフォニックがそれで、演奏する曲に合わせて、相応しいものを選ぶことができます。

各スタイルにはそれぞれハ
・
リエーシヨンがあり、トータル6つなっています。それらは、ホ

Ⅲ
イス交換機能

や、ホ
や
イスホ
や
リューム調整機能によつて行つた修正を自動的に各スタイルにセ

ーフ
・
できます。つまり

各スタイルは好みに合わせて自由に修正可能なため、カスタマイス
・
することができます。

オルがンスタイルを選 ぶ画面 は、S E T T I N G  M E N Uか らO R G A N  S T Y L Eを 選 ぶ とアクセスできますと

E V A L U E司 , E V A L U E司 ホ
や
タンで必 要なスタイルを選 びます。

BAROQUE l,BQROQUE 2,ROMANTIC l,ROMANTIC 2,SYMPHONIC l,

SYMPHONIC 2i

選んだスタイルは直ちに有効になります。この選択をセーフ
・
するには[EXI刊を押します。

カレカじ・スタイルの選択が終わつたら、フロントロハ
°
ネルのストッフ

°
とホ
や
イスが対応しているかどうか

チェックする必要があります。

ホ
・
イスーストップの対応をチェックするためには、5,3に説 明す るSOUND CHECK機 能 を呼び 出して

下さい。

オルがン・スタイルには下記の機能もセープされます。

一交換ホ
・
イス(各ストップに割当てられたホ

・
イス)

一ホ
・
イス・ホ
・
リューム(各ホ

・
イスの音量)

―iルヽ`―プ(iルヽ
・―プ効果のタイフ

°
)

一内部イコライザー(内部アンプのイコライザー)
一アウトプット・イコライサ

・一(リアハ
°
ネルのオー予

・
ィオ・アウトプットのイコライサ

°一)

EHRHEE
回RERH STYLE

３



5.ホ
や
イスの交換とホ

や
イス・ホ
や
リュームの調整

プュヒ
ド
レートシリース

・
の新しい機能として、初めにフロント・ハ

°
ネルのストップに書‖当てられていた

ホ
・
イスをオルがンのメモリーにある別のホ

Sイ
スとの交換ができます。

すばやく、簡単にホ
'イ
ス交換ができるので、いつでもお望み通りのセット・アップが可能です。

複数のオルがニストがそれぞれのセット・アップをフ
°
リセットできます。

各ホ
Ⅲ
イスのホ
｀
リューム・コントロールにより、レプスターのセッツアッフ

°
はより細かな調整が可能です。

S E T T I N G  M E N Uか らVOICESのフィールト
・
を選びホ
'イ
ス調整の各機能へ入ります。

その画面は次の通りです。             ゃ

o  V O I C E  V O L U M E :ホ
Ⅲ
イスのホ
・
リュ
ーム調 整を行 います。

o ALTERNATIVE VOICE:交 換 用 ホ
・
イス

o SOUND CHECK:ス トップとホ
・
イスの関係をチェックする。

これ らの機能 にアクセスするには、[FIELD A]か [FIELD▼ ]ホ
・
タンで関連するフィ

ールド

を選 び、[ENTER]を 押 します。 [EXI刊ホ
'タ
ンを押せ ば、SETTING MENUへ 戻 ります。

5.1ホ
・
イスホ
・
リュームの調整

この機能を使うと、 各ホ
・
イスのホ
・
リュームを、-9dBから+9dBまでの範囲で調整できます。

変更は即座に保存されます。リアルタイムで音を聞けるので、調整が簡単です。
ホ
・
イスホ
・
リュームはオJレがン・スタイルにも保存されます。 スタイルが変更されると、ホ

・
イスホ
'リ
ュームも

新しいスタイ,レに合うように、変更されます。
しかし、別のスタイルを呼び出しても、ホ

や
イスホ
・
リュイムの変更は失われず、前の(変更した時の)

スタイルに保存されます。

この機 能 を呼び出すには、S E T T I N G  M E N U か らV O I C E  V O L U M E を 選 びます。画面 は

次のようになります。

RLTERHRTIUE
S口UHD EHEE【

HRHURL
HnHURL

４



PEDnL U口lEE W口Lコゃ

松BE井 4
1 SubLョ宮slSR :D

4 Ui口lBH lB    :‐l

変更したいホ
・
イスを含む鍵盤部を選びます。

予
や
ィスプレイには呼び出した鍵盤部の最初の4つのホ

・
イス(とストップナンハ

'一
)が表示されます。

[FIELD A]か [FIELD▼]ホ
・
タンで交換したいホ

や
イスを選びます。

ストップを使 えば、即座 にそのホ
・
イスとホ
・
リュ
ームが選 ばれ ます。 [ V A L U E + ] , [ V A L U E司

ホ
い
タンでホ
・
リュームを調整します。新しい数値は保存され、リアルタイムで聴くことができます。

[EXI刊を押して、前の画面へ戻ります。

重要な注意:各ホ
・
イスホ
キ
リュームは現在のオルがン・スタイ】レに保存されます。

つまり他のスタイルを呼び出すと、ホ
・
イスホ
'リ
ュームは呼出され

たスタイ,レに保存したものになります。
すべてのスタイルのオリシ

・
ナルホ
・
リュームにもどすには、フアクトリー

セッティンクを行つて下さい。

5.2ホ
・
イスホ
・
リュームの交換

プュヒ
・
レートにはホ
や
イスの入替え機能があります。オルがン内部にいろいろなホ

や
イスを持つていて、

多様な組合せが可能です。交換するホ
・
イスはオリプナルと同じ族の同じフット数(Pttnza1 8')の

ものでなければなりません。

プュヒ
・
レートのホ
・
イスは、フ1卜管系、リード系、ミクスチャr系、コルネット系に分類されてい苦す。

ホ
・
イスの交換機 能を呼 出す には、V O I C E の サプメニュ

ーか らA L T E R N A T I V E  V O I C E を選 びます。

最初の画面は次のようになります。

ホ
'イ
スを交換する鍵盤部を選ぶか、前面ハ

°
和レのストッフ

°
を押して(オンにする)選びます。

この画面から選ぶと、はじめの4つのホ
・
イスが表示されます。

５

RLTERHRTIUE W口lEE

HRHURL i
HRHURL H
switじh口hthetョL



PEDnL RLT日甲口IEE十

SuLLョssiSR
Uiol口h iS

２

ヨ

４

(ストッフ
°
ホ
'タ
ンで選ぶと次の画面へ飛びます)'

ここでまた、[F I E L D  A ]、 [ F I E L D▼ ]ホ
や
タンを使 つて、交換するホ

・
イスを選 びます。

カ

ー

ツ ル を 交 換 し た い ホ

・

イ ス に あ て て 、 [ E N T E R ] を 押 し ま す 。

白

一番上には交換しようとしているホ
や
イスが表示され、その下に、そのストップで交換可能な

ホ
・
イスが表示されます。

[FIELD A]、 [FにLD▼ ]ホ
や
タンを使つて、交換 可能なホ

・
イスをスクロ

ールできます。

カーソ,レがホ
'イ
スの上に移動するとそのホ

・
イスを聴くことができ、変更が楽にできます。

交換したいホ
や
イスを決めたら、[ENTER]を押します。

おhPFiSt,8B HRH81
RPFiヨEE With
Prim工iFヨl呂R
EHTER T口 E口HFiRH
EXIT T口 n日回RT

一番上に交換する前のホ
や
イスが表示され、その下に、新しく使用するホ

・
イスが表示されます。

さらに、このシ
や
ョフ
・
を実行するかどうかの表示も出ます。この段階では、まだ新しいホ

Ⅲ
イス

の回―卜
や
は不完全で、ただ音を聴くことができるだけです。

表示にしたがって、 [ENTER]を押せばホ
Ⅲ
イスの交換が実行されます。

(また、このときに、[EXrT3を押せばこのシ
・
ョフ
・
が取り消されます。)

[ENTER]を押すとコンヒ
°
ューターはホ

｀
イスを入替え、次の画面がでます。

占tE8日HRH口i

is r_母Piョじ芭J im
Prim=iPョl口n

PrinェiPllB日
日口urd口HiSR
B口urdBHlS日

６



ホ
「
イスの交換完了後、フロント・ハ

°
ネルのストップ・ラヘ

や
,レを確認して下さい。現在有効になった

ホ
・
イスがストップ名と一致しているかどうかを確認する必要があるからです。このチェックは
これ か ら説 明するSOUND CHECK機 能 を使 って行います。

最期に[EXI司を押して、この機能を終了します。

オーケストラ・ホ
・
イス

プュヒ|レ
ートでは、AL T E R N A T I V E  V O I C E機 能 を使つて、オーケストラ・ホ

・
イスを呼 出すこともできます 。

オーケストラ・ホ
・
イスの書J当てには制約があり、つぎのものが可能です。

―ストップ1(足鍵盤):Finger AcOustic Bass,BOwed Acoustic Bass,Tuba
―ストッフ
°
17(Man.I)、 33(Man.II):Stringsl、 Strings2、 Choirl,ChOir2,Choir3,HarpsichOrd

Harp,celesta,Chime(E2-G5に 程;注或苑二補勤

重要な注意:各ストッフ
°
にロードされたホFィスは自動的に現在のオJレガン・スタイJレに保存され

繋辛蹴 品 量ヽ 野蘊 へ嬬躍鶴鰹き免蟹
。

どすには、ファ外リーセッティンク
・
を行つて下さい。

… ………… … ……―… ……れ…… ′…f…… … … … … … "H"載 侑 母 】 ‐ H率 座 車 嵐 い コ お お "革 岳 革 韓 対 革 出 革 業 瞬 材 馬 需 再 需 革 串 窮 韓 球 串 弱 綱 輯 親 再 嘉 蔑 離 車 覇 弱 欝

5.3ストッフ
°
ラヘ
・
ル(のチェック

異なったォルがンスタイルを選んだり、いろいろなホ
'イ
スがロードされた後では、ストッフ

°
ラヘ
や
,レが

ホ
'イ
スと一致しなくなっている状況が考えられます。そこで、ラヘ

・
サレとホ
・
イスにくいちがいが

ないかチェックする必要が生じます。一致していない場合はラヘ
Ⅲ
,レを入替えて下さい。

SOUND CHECK機 含とを起動するには、カーッルでSETTING MENUか らSOUND CHECK
機能を選びます。画面は次のようになります。

STOPフィールト
・
にはチェックするストップナンハ

・一が含まれています。
下の段にはそのストッフ

°
に現在実際にあるホ

・
イスが示されます。

SECT10Nフィールドには現在アクティフ
・
になっているホ

・
イスが帰属する鍵盤部を示します。

ST口P: 田
Eと.りiol口‖軍Z
SEETl口H:PEDRL



[ V A L U E司 ,[V A L U E一 ]ホ
・
タンを使 つてす べ ての レシ

'ス
タ
ー
をスクロ
ー,レできます。

あるいはストップを押してもそのストップを選ぶことができます。

すべてのストップのラヘ
や
ルチェックが終 わつたら、[EXIT]ホ

Ⅲ
タンを押 して、VOICESメ ニュ

ーヘ戻 ります。

ラヘ
・
,レの交換

ラヘ
・
サレは押し込んであるだけなので、簡単に交換できます。下図のように指か小さい

卜
・
ライハ
・―でラヘ
・
ルをはずし、正しいものをはめて下さい。  

中

８



6.シ
・
ェネラル・セッティンク

や

ホイスとM I D I 以外 の 設 定機 能が ここにあります。 S E T T I N G メニューか らS E T  U P を選 びます。
最初の画面は下記の通りです。

たくさんの設定があるので、メニューは2つの画面に別れています。カーッルを下方向にスクローJレ
すると、次のリスト(設定)へ進みます。

ここにある設定は下記の通りです。

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。
o REVERBERAT10N  :リハ

・―フ
'の
種 類を選 べます。

o INT,EQUALIZER:オ Jレがン内蔵 のイコライサとの調整 機 能です。

o EXT.EQUALIZER:オ ルカ
・
ンのアウトプット[OuTPUT l],[OUTPuT 2]の 調整機能

・
です。

o  E X T c  O U T  R O U T E R :各 鍵 盤 部 のアウトプット[ o u T P U T  l ] , [ O U T P U T  2 3へ の

ルーターです。

。o EXT3 0UT VOLUME:オ
ーテ
・
ィオ・アウトプットのホ

・
リューム調整 機能 です。

o KEYBOARDS SETTING:手 鍵 盤 と足鍵盤 のハ
・
ラメ
ー
ターの調整 を行う機能 です。

O PISTON SETTING:ヒ
°
ストンの調整を行う機 能です。

o FUNCT10N STORED:コ ンヒ
・
ネーション・セッティング機 能

。
です。

[FIELD▲ ]、[FIELD▼ ]ホ
'タ
ンを使 つて必要なフィ

ールト
・
を選 び、[ENTER]を 押すと、

必 要な機 能 の画面ヘアクセスできます。[EXI刊ホ
'タ
ンを押すとSE:肝 ING MENUへ 戻 ります。

lHTB ERURLiZER
EXTE EEURLiZER

EXTコロUT WttLuHE
КEYロロRRD SETTIHE
PiST口HS SETTlHEКEY日口nRB SETTIHE

PiSTBHS SETTIHE

９



6.1トレミュラントの設定

ハ
°
イフ
°
オルがンでは、揺れの無い持続音を保つために、風圧を

一定にすることが大変重要です。

しかしながら、空気の流れの強さを変化させる機械装置も導入されてきました。

こうして音が震える効果を作りだし、Vox Humanaのような耳に心地よい単独のホ
や
イスや、

リート
・
系ホ
'イ
スにより多くの表情を持たせる効果を生みだしました。

この効果はETREMULAN刊 ストッフ
・
を使うことにより、オン・オフできます。

トレミュラント機能を使うと、各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒと卜
・
の設定ができます。

[ S E T T U P ] た ュ
ー
か ら トレミュラントの フィ

ー
ルドを 選 ぶ と、 テ

・
ィスプ レ

ー
は 下 記 の よ うに な りま す 。

ここには2つの手鍵盤の、現在のDEPTH(トレモロの深さ)とSPEED(トレモ回の速さ)が表示されます。

[EXI刊ホ
・
タンを押すとSET UPメニューヘもどり、 新しい設定を保存します。

注意:
Depthとスピート

・
のハ
°
ラメーターは、プェネラル・メモリー、専用メモリー、トウッティに、それぞれ

異なる数値で保存できます。これらの保存は6.7で説明する保存機能で行え
ます。

6,2リハ
・一フ
・コタイフ
°
の選択

ここではリハ
'一
フ
・
の8つのタイプを選ぶ事ができます。これらのリハ

・―フ
・
はいろいろな環境に置かれた

オルがンの響をシミュレートするものです。

左サイト
・
ハ
°
ネ,レには [REVERB]つ まみ が あり、リハ

・―プの調整 ができます。

リハ
・―フ
・
タイフ
°
を選 ぶ に1よ、 ESET― UP]メニュ

ーか らREVERBERAT10Nフ ィ
ールドに入り、[ENTE可

を押します。

REWERBERRTl口H
TYFE

０２



ここには、次のリハとフ
'タ
イプがあります。

o  C A T H E D R A L大 聖 堂 のリハとプ

o BASILICA:  大教会のリハ
・―フ
゛

o GOTHiC cHuRCH:  コ
'シ
ック努tモ告α〉リハ

や一フ
・

o BAROQUE CHURCH:ハ
・
ロック朝t:会α)リハ

Ⅲ…フ
や

o ROMANTIC CHURCHiロ マンティック謝t:告のリハ
・―フ
や

o MODERN CHURCH:  現代の教会のリハ
'一
フ
・

o PARISHi教 区教会のリハとフ
や

o CAPPELLA:ネ し拝堂 のリハ
・―フ
'

[VALUE」 と EVALUE司 を使 ってリハ
・―フ
や
タイフ
°
を選びます。 [EXI司ホ

・
タンを押すと

選 んだリハ
Ⅲ…プタイフ

°
が保存 され 、SET UPメニューヘもどります。

注意:

オJレカン内蔵のリハ
・ニフ
や
は、鍵盤棚下の[INPU刊端子から入る信号にも有効です。

カレがン・スタイルにもリハ
や一フ
・・タイプが保存できます。これはリハ

'一
フ
・・タイフ
°
の異なる、

オルがン・スタイルが使えることを意味します。別のオJレカ
・
ン・スタイルを呼出すと、そこに

保存したリハ
い―フ
・・タイプが有効になります。

6日3内 蔵イコライザーの設定

このオルがンには5ハ
い
ント
・
のク
・
ラフィックイコライザーが内蔵されていて、オ,レがンの音色、音質を

コントロールできます。(ォーテ
や
ィォ・アウトフ
°
ットには別のイコライサ

r_が
あります。)

イコライサ
・―
を設 定するには、INT,EQUALIZERフ ィ

ールト
・
を選 び、[ENTE可 を押 します。

画面右に次のハ
°
ラメTターが現れます。

FREQ:

o GAIN:   セントラル・トリカ
や―フリークエンシー

O     FREQハ
°
ラメーターで述 べた、信号 とフリークエンシーのケ

・
イン

[FIELD A]、 [FIELD▼ ]ホ
・
タンを使 ってトリが一・フリークエンシーを選 べます。 次 に、[VALUE可

とEVALUE可 を使って、信号を十-9dBの範囲で調整できます。

ク
・
ラフィックイコライサとが画面右にリアルタイムで表示されます。

必要な設定が終わったら、[EXI刊ホ
や
タンを押して、設定を保存し、SETUPメニューヘもどります。

カレがン・スタイルには、イコライザT設定を保存できます。他のイコライザー設定をしたカレがン・

スタイJレが存在する場合は、別のオルがン・スタイルを回―ドすると、イコライザー設定も変わる
ことを意味します。



6.4オーテ
・
ィオ・アウトフ
°
ット・イコライサ

・一の設定

内部アンプのイコライサ
・―の他 に、オ

ーテ
・
ィオ
・アウトプット[OUTPUT l],[OUTPUT 2]の 信号 を調 整

する専 用 のイコライザ
ーが あります。

この イコライサ
・―
を表 示するには、SETUPメ ニュ

ーか らEXT.EQUALIZERフ ィ
ールドを選 択 します。

その設定画面は、内部イコラーザーの画面と同じです。[FIELD A]、[FIELD▼]ホ
・
タンを

使 つてトリが
一フリ
ークエンシーを選 び、[VALUE司 と [VALUE司 を使 つて、信号 を‐ 9dBの

範囲で調整できます。

注意:
外部イコライザー設定は、鍵盤棚下のRCA[OUTPU司 へ供給される信号にも影響します。
オルがン・スタイルオー予

や
ィオ・アウトプットに影響するイコライザーの設定を保存します。

したがつて、別のオルがン・スタイルをロート
・
すると、イコライサ

・一設定も変わります。

6.5オーテ
・
ィオ・アウトプットフヘのシク

・
ナル・ルーティンク

・

また、鍵盤毎の信号を出力するアウトプットを設定できる便利な機能があります。

この機能により、外部スピーカーを配置して、ウイント
・
チエストのシミュレーションができます。

この画 面を表 示するには、SET UPメ ニュ
ーか らEXT80UT ROUTERフ ィ

ールト
・
を選びます。

この画面には2つのオー予
'ィ
オ・アウトプットOUTlとOUT2が 表示されます。各アウトフ

°
ットの

設定ができます。

o PEDALi  足鍵 盤 のみ

o MAN.I:  Man口Iのみ

o MAN.II:  Man.IIのみ

o PEDAL:+MAN,I :足鍵盤とMan.I

o PEDAL+MAN.H:足 鍵盤 とMan,H

o MAN.IL:+MAN.H :Man.IとMan.H

[FIELD▲ ]、[FIELD▼ ]ホ
や
タンでカーソJレを移動し、[VALUE司 と EVALUE司 で

調整します。

FRE□:
E8H=
ERIH:
OJ日

EXT, 口uT R口uTER

口UT2:HョH口lやHョH=H

２２



686オーテ
・
イオ・アウトフ

°
ットホ
・
リュームの調整

各オーテ
・
ィオ・アウトプットのホ

・
リューム調整機能もあります。この画面を表示するには、

SET UPメ ニューか らEXT.OUT VOLUMEフ ィ
ールドを選 びます。

ここには次のハ
°
ラメーターが含まれています。

o OUTl: [OUTPUT l]の ホ
い
リューム

O OUT2: [OUTPUT 2]の ホ
・
リューム

ホ
・
リュームレヘ'】レは1から32の数値で設定できます。

~ 
32:  OdB
…
 20:-12dB

~ 
16:-16dB

~ 
 10:-22dB

~ 
 1: -32dB

それぞれが対応するdBは次のとおりです。

注意:

リアロハ
°
和♭のアウトプット・ホ

・
リュームセッティングは R C A [ O U T P U 司へ供 給 され る信号 にも

影響します。

6.7手鍵盤の基本設定

S E T  U Pメ ニューか らK E Y B O A R D  S E T T I N Gフ ィ
ーJレトを 選 びます。 ここには手 鍵盤 の

操作に関する2つのハ
°
ラメーターがあります。

HEYロロRRD SETTIHE

『‖MりERS,:阻
XEY ttEL口EITY:Hロ

O1/11 1NVERSi Man.I,Man.II手鍵 盤 逆転 機 能です。 この機 能 を使 うとMan,Iで

Man,Hの ホ
・
イスを、Man.IIでMan.Iのホ

'イ
スを演奏 できます。

o KEY VELOCITY:手 鍵 盤 の強 弱機 能をオンにします。 この機 能 をオンにすると、

オーケストラ・ホ
°
イスとMIDIノートの送信が鍵盤を押す速度と対応するようになります。

この機能をオフにした場合は、強弱はMIDiハ
や
リュT127に固定されます。

EXTB 口UT U口LUHE

口UT 2: 25

３２



これ らの機 台とを使 うには、 [ V A L U E + ]と [ V A L U E司 で Y E Sを 選 びます。

N Oを選ぶと、この機能がオフになります。

[ F I E L D  A ]、 [ F I E L D▼ ]ホ
'タ
ンでカーソJレを移 動 し、[E X I T ]ホ

・
タンを押すと、新 しい設 定が保 存

され、SET UPメニューヘもどります。

6.8ピストンの設定

メモリー・ピストンには設定機能があります。[PREV」、[NEX司を押すと、メモリーを順に呼び出す

ことができます。

この機 能 を設 定するには、S E T U Pメ ニュ
ーか ら P I S T O N  S E T T I N Gフ ィ

ールドを選 びます。

画面は次のようになります。

PiST口HS SETTIHE十

lゴP PiST□HS
E口H日lHE:
l J 酬司1 ■

最初の画面でピストン・コンハ
・
イン機能をオン・オフできます。これはMan.Iのコンヒ

・
ネーションを足鍵盤

のコンヒ
・
ネーションとカッフ

°
リンク
・
する機能です。例えばMan.Iのコンヒ

・
ネーションが呼びだされると、

同じコンヒ
'ネーションが足鍵盤でも自動的にオンになります。

これ らの機 能 を使 うには、 [ V A L U Eキ ]と [ V A L U E司 で Y E Sを 選 びます。

N Oを選ぶと、この機能がオフになります。

[FIELD▼ ]ホ
・
タンを押すと、PISTON SETTINGの 次 の機 能 へ進みます。これ は

[PREV.]、[NEX司 に関連するものです。

PiST口HS SETTIHE+

PREU/HEXT PiST口HS
RETI口H:

G E N E R A L  M E M O R Y を 選 べ ば、ヒ
°
ストンは通常 のシーケンサーとして順番 に各コンピネ

ーションを

呼びだします。

MEMORY BANKが セットされると、コンピネ=シヨンは順 に現 れ ることはなくなり、メモリ
ーハ
'ン
クだけに

なります。(メイン画 面の ME M O R Y  B A N K )そ の とき[N E X司 を押 せ ば、メモリ
ーハ
'ン
クが 進み、

[PREV.]を押せばもどります。

両方の設定が終わつたら、[EXI司を押してSET UPメニューヘもどります。

４２



6.9コンヒ
・
ネーション保存の設定

SET UPメニューの FUNCT10N STORED INTO PIsToN機 台とを選 ぶ と、プェネラル・メモリー、

専 用メモリ
ー
、トウッティにお好み の設 定を保存 できます。

SET UPメニューの FUNCT10N STOREDフ ィ
ーJレドを選 ぶ と、画面 は次 のようになります。

FUNETI口N ST口RED
IHT口 PISTttHS 十

TREHULRHT DEPTH
向ND SPEED:阻

この画面ではトレミュラントの速度、深さの保存をオン・オフできます。いろいろなコンヒ
・
ネーションを

呼びだすと、そこへ保存されたトレミュラントも同時に呼びだされます。
[ V A L U E珂 と [vA L U E司 で YESを 選ぶとオンになりNOを 選ぶとオフになります。

次 に、[FI E L D▼ ]ホ
・
タンを押すと、FUN C T 1 0 N  S T O R E Dの 次の機能へ進みます。

FUNETI口H sT口RED
IHT口 PisT口HS 寺

ENEL口SED RHD
RUTB PEDギロロ

ここではエンクロース
・
卜
・
とォートマティック・へ

°
ダ,レのオン・オフ状態を保存できます。YESを選ぶとオンになり

NOを選ぶとオフになります。

もういちど [FIELD▼]ホ
や
タンを押すと、FUNCT10N STOREDの 最期の機能へ進みます。

FUHETI口H sT口RED
IHT口 FiST口HS 十

EEUPLERS:田

カプラーのオン・オフ状態を保存できます。

設定が終わったら、EEXI羽を押して、変更を保存し、SET UPメニューヘもどります。

５２



7.MIDI

MIDKMusical hstrment Dttital■erface)は、特別なコードを持つプロトコ,レを使つて、構造の

異なるいろいろな楽器を同時に使うことのできるものです。MIDIシステムによって、単独の

楽器より、はるかに広い汎用性を持つことになります。楽器間のテ
・―夕のやり取りをする

ため に、MI D I付の楽 器 には2ないし3の 5ヒ
°
ンDI Nコネクターをもっています。

一

M I D H N  : 他 の 楽 器 か ら M i D I デ

ー

タ を 受 け る た め の 端 子

―MID1 0UT:他 の楽器へ MIDIデータを送り出す端子

―MIDI THRU:MIDI INホ
°―卜で受けたMIDけと夕を性格に送 り出す端子

MIDI付の多くの楽器 は、演奏された音と強さのMIDIメッセーシ
や
をMID10UTか ら送信 します。

そのコネクターがエクスハ
°
ンダーのような、他の楽器のMIDI INに接続されていれば、第二の楽器は

送信した楽器の音に反応します。同様の情報伝達がMIDIシーケンスのレコーテ
・
ィンク
・
にも使われます。

コンピューターかシーヶンサーを使つて、MIDI予
・―夕を送り出した楽器のレコーテ

や
ィングを行います。

これらのレコーテ
'ィ
ンク
い
されたデータを楽器に送り込めば、レコーテ

・
ィンク
・
された演奏をプレイ7ヽ

や
ックします。

MIDIは多くのテ
・
プタルテ
Ⅲ―夕を送 信 できます。MIDIチャンネルは 16あって、同 じチャン和レどうし

のみ、コミュニケートできます。

MIDIメッセープはチャンネル・メッセーシ
や
とシステム・メッセーシ

や
に分かれます。

CHANNEL MESSAGES

NOTE ON:こ のメッセーシ
・
は鍵盤を押したときに送信されます。

NOTE ONメッセーシ
・
は次の情報を含みます。

Note On:キーが手甲されたとき

Note NumbeE押 されたときキー(の番号)

Velocity:キーが押されたときの強さ

Noteメッセーシ
や
は0から127で表され、中央Cは60です。

NOTE OFRこ のメッセープは鍵盤を放したときに送信されます。この信号を受けると

その鍵盤(キール 長押しすると、メトロノームのセッティングヘ
°―シ
・
が出ます。

Note OFR鍵 盤が放された。

Note NumbeH放 された鍵盤

Velocity:キーが放されたときの速度

Velocity=0のNote Onメッセーシ
・
はNote O汗メッセーシ

や
とみなされます。

プュビレートはV E L O C I T Y = 0 の N o t e  O n メッセープを送 信 します。

６２



PROGRAM cHANGE

PROGRAM CHANGEメ ッセーシ
・
は受信側 の楽器 のフ柏ク

・
ラムや音 を選 ぶために使 用 します。

また GENERAL MIDIという特殊な規格 が あり、それ は、受信する各 PROGRAM CHANGEに 、
どの音を呼び出すかをウ説明するものです。これに関連する記述は、この規格を使う楽器の
取扱説明書の中に表として載っています。
PrOgram Ch?ngeには、次の情報が含まれています。
PrOgram Change:ホ

や
イスかPrograrn Change

PrOgram Change Number programまたは起動するホ
や
イスの番号

00NTROL CHANGE:し ばしばトリマーやへ
°
夕
・
Jレに関連するこのメッセープは、演奏に表情を

つける目的で使われます。エクスフ
°
レッション・へ
°
夕
い
,レのホ
や
リュームや位置を設定するホ

・
イス・ハ
°
ラメーター

に関連しています。

CONTROL CHANGEメ ッセーシ
や
は次 の情報を含みます。

OontrOl change:コントローラーの調整
ContrOller Numbenどのコントローラーを調整するか
OontrOller POsitiOniコントローラーの4立置

SYSTEM MESSAGES

SYSTEM EXCLUSIVE

このメッセーシ
や
は送信したのと同じ楽器によってだけ解釈できます。主として楽器の発音と

フ
°
ログラム・ハ
°
ラメーターに関連します。

プュヒ
・
レートはこのメッセーシをすべての内部ハ

°
ラメーターとホ

・
イスのオン・オフに使います。

REAL TIME

このメッセープは接続した楽器の、特別なモシ
・
ュールや機能のリアルタイム・コントロールに使用します。

このメッセープには、スタート、ストップ、ホ
°一ス
・
/継続、また時計のコマンドを含んでいます。

START:シーケンサーのレコーテ
・
ィングまたはフ

°
レイハ
・
ックのスタート

STOP: シーヶンサーのストッフ
°

PAUSE/00NTINUE:シ ーケンサーがストッフ
°
モードにする。

CLOCK: シーケンサースヒ
°―ド

注:プュヒ
・
レートでは上記の情報は送受信されません。MIDI全体の説明として書きました。

早eal Timeメッセ
ープには2つのMIDI楽器間のテ

・―夕のやり取りに使うAttve Senshg cOde
もあります。受けての楽器がMIDI予

・―夕を受けない場合や、300ミリsec.でActtve
Senshg codeを受けられない場合、すべての音をオフにします。
このメッセープの送信、受信はオプションで、すべての楽器で可能なわけではありません。
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M I D Iの設 定 にアクセスするには、SE T T I N G  M E N Uの M I D Iを選 び [E N T E R ]を押 します。

この画面で設定できる機能は次のとおりです。

o TX/RX CHANNEL:  MIDI送 受 4言チャンネルの選 択

o SEND PROGtt CHANGE:フ
°
ロク
や
ラム
・チェンシ
や
メッセーシkつ遭封言

o TX/RX FILTERS:   MIDIフィルタ
ーの言受定

[FIELD▲ ]、[FにLD▼ ]ホ
・
タンでカ
ーソルを移 動 し、[ENTE円 を押すと必要な機能 を選 べます。

[EXI司ホ
・
タンを押すと、MIDlのサプメニュ

ーか ら離脱 して SETTING MENUへ もどります。

7.1チャンネルを選ぶ

M I D Iの送 受信チャン和レを設 定するため には、MI D Iサフ
・
メニューの TX / R X  C H A N N E Lを 選 びます。

オルがンの3つの鍵盤部に対応する3つのフィールト
・
が表示されます。

送受信チャン和レを示しています。

[ F I E L D  A ]、 [ F I E L D▼ ]ホ
・
タンでカ
ーソルを移 動 し、 [ V A L U E呵 と

選びます。

EEXI刊を押すと、MIDIメニューヘもどり、設定が保存されます。

横の数字がその鍵盤部の

[ V A L U E 司でチャンネJ レを

注意:

同一の鍵盤部に異なる送受信チャン和レを設定することはできません。
M I D l 1  6チャン和レは選 択できません。 16はシステム

・チャンネルで、VI S C O N Tの

他の楽器との、内部コードのヤ
やりとりに使います。

7.2フ
°
ロク
・
ラム・チェンシ

・
メッセーシ
・
の送信

MID17°ロク
・
ラム・チェンシ

・
(PG)メッセーシ

や
は接続した楽器に特別な音や、フ

°
ロク
・
ラム(patch)を呼び

出すことができます。この機能を使うと、音源モシ
・
ュールからホ

・
イスを選ぶことができます。

３２
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M I D Iのサフ
・・メニューか らS E N D  P R O G . C H A N G Eを 選 び、[ E N T E円を押 すと次 の画面が

現れます。

SEHD PRttED EHRHEE

HRHURL i :  1
HttH」RL il: 44

PGメッセーシ
や
を送信するためには、カーッルをその鍵盤部へあて、[vALUE」 とEVALuE司

でPGの数値を設定します。

各数値を選ぶと、関連するPGは 自動的に送信されます。
例えば足鍵盤のMIDI AチャンネJレがNo,3で、足鍵盤のフィーJレト

・
の横に20を選んだ場合、

プロク
・
ラム・チェンシ

'NO。
20がMiD1 3チャンネルヘ送信されます。

この画面で設定したフ柏グラム・チェンシ
・
はシ
・
ェネラル・メモリーおよび専用メモリーに保存されます。

上の画面でPGメッセーシ
・
を選び、メモリーに保存します。この機能は特に外部音源モデュールを

使っている場合に、またメモリーで呼び出したストッフ
°
に特殊なホ

・
イスが必要な場合に大変便利

です。PGの送信が必要無い場合は、PGをオフにした状態を保存して下さい。

7.3フィルターの設定

MIDIフィルターはすべてのMiDIチャン和レの送受信で、チャンネJレの指定された特定のメッセープを
遮断する機能です。例えば、コントロールチェンプ送信フィルターは、オルカレがコントロールするすべての
MIDIチャン和レで、[MID1 0U珂ホ

°―卜へのMIDIメッセープの送信を制限します。
同様に、受信フィJレターは、すべてのチャン和レで、[MIDI IN]ホ

°一卜に受信するCCを制限します。
(それらのCCは適用されません。)

M I D I フィルターを設 定するには、M I Dけプメニューか らT X / R X  F I L T E R フィ
ールドを選 びます。次 の

画面が現れます。

次のメッセーシ
'の
フィルターがオン・オフできます。

O CC:コントロール・チェンシ
や
(コントローザレ・メッセーシ

・
)            .

O PG:フ
°
ロク
・
ラム・チェンシ

や
(フ
°
ロク
や
ラム/ホ
・
ィスを試垂おミメッセーシ

い
)

o SYSEX:システムロエクスク,レーシフ
や
(システム・エクスク,レーシフ

・
メッセーシ
゛
) ,

o REALiリア,レタイムメッセーシ
'(ス
タート、ストッフ

°
、コンティニュー、 MIDIクロック、アクティフ

や・センシンク
や
)

２

EE     :阿日1/YES
PS     :H口 /H□
SYSEI  :H口 /Hロ
RERLTIHE:YES/Hロ



画面の右側には各メッセープのフィ,レター設定に関するフィールト
・
が含まれています。

設定方法は次のとおりです。
一 NO/NO:送 受信メッセーシ

・
の両方のフィルターオフ

ー YES/NO:貴当信メッセーシ
・
にα)あ字フィルター窄「'功

一 NO/YES:衰引言メッセーシ
・
にα)ぢ字フィルター準茅助

一 YES/YES:送 受信メッセーシ
や
の両方のフィルターオン

フィルターがオン(有効)になつていると、MIDげッセーシ
・
の送信/受信ができません。

[EXI刊を押すとMID夢ニューヘもどり、新しい設定が保存されます。

8,ユーティリテイ穏合十指

S E T T I N Gメ ニューの UT I L I T Yサプメニューにはオルがンの基 本 的な3つのユ
ーティリティ機能 が あり

ます。 チュ
ーエンク
・
とディスプレイのコントラスト、そしてフアクトリ

ーセッティンク
・
です。

このメニューヘアクセスするには、S田阿IN Gメニュ
ーの 中の UT I L I T Yサプメニュ

ー
を選 び、EE N T E R ]

を押します。

この画面には次のフィールト
・
があります。

o TUNING:415.3Hzか ら466.2Hz(3番目の Aで )の範 囲で、0。lHz単 位 で調整 できます。

o LCDコントラスト:予
・
ィスプレイのコントラストです。

oフアクトリー・セッティンク1フアクトリーセッティンク
・
にもどす機能です。

3.1ファクトリーセッティンク
・

ファクトリーセッティンクを行うと、ユーサとが行つたすべての変更がキャンセルされ、工場出荷時の

設定へもどります。シ
・
ュヒ
・
レートではリセットしたい部分を選ぶことができます。全体設定の

復元と、部分的な復元が可能です。

ファクトリ
ーセッティングを行うには、U T I L I T Y サプメニュ

ーの 中のファクトリ
ーセッティングを選 びます。

画面は次のようになります。

LED E口HTRRST:4
FRETERY SETTIHE

口REnH STYLE口HlH
EHTER TE RESTttRE
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この機能を使って、オルがンのどの部分の設定を復元するか選ぶことができるます。

O ENTIRE ORGAN:   オルカ
・
ンのすべての機 青と(メモリ

ー
、トランスホ

°一サ
Ⅲ…
、テンヘ
°
ラメント、

アンウウサンフ
｀
ル、スタイル、ホ

・
イス、ホ
'イ
ス・ホ
・
リューム、SET UP機 肯旨、MIDIセッティンク

・
、

ユーティリティ・ハ
°
ラメーター)                       ・

o ORGAN STYLE ONLY:ス タイルα)をみを記:花(ホ
や
イスとスタイルのホ

・
リューム)

オルカ
・
ン全イ本のファクトリーセッティンク

・

[ F I E L D  A ]、 E F I E L D▼ ]ホ
や
タンでE N T I R E  O R G A Nを 選 びます。 ファクトリーセッティングを

行うと、すべての変更が失われるという警告が出て、その確認が求められます。

!!!  HRRHlHE !!!
EURRENT SETTIHE
WiLL ttE L口ST
ENTER T口REST口RE
口R EHIT T回 白田回RT

また、その操作をやめる場合は

スタンハ
・
イの表示が現れます。

RY SETTIHE

PLERSE WniT888

その後自動的にオルがンの初期設定が立ち上がります。

部分ファクトリーセッティンク
・

ハ
・
イカウント社 が 設 定 したオルカレスタイルのみ 復 元 しようとする場合 は、FACTORY SETTING

画 面 の 中の ORGAN STYLE ONLYを 選 びます。 画 面 は次の ように変わ ります。

フアクトリーセッチィンク
や
をすすめるためには[ENTER]を押します。

[EXI刊を押します。

フアクトリーセッティンク
・
が始まると、画面にはデータのりロート

・
の間、

３

口REnH STYLE
REST口RE:

EHTER T口 REST口RE



ここで、[VALUE司 と [VALUE司 で復 元 したいオルがン
・スタイルを選 び [ENTER]を 押 します。

!!!  HttRHlNE  !!!
EURREHT STYLE
WiLL ttE LttST
EHTER T口RESTttRE
口R EXIT T口 向日□RT

コンピューターが、変更したホ
や
イスや、選ばれたオJレがン・スタイルのホ

や
リューム等が失われることを

警告してきます。この操作を続ける場合は[ENTER]、 止める場合は[EXI刊を押して下さい。

SETTIHE

PLERSE HRITB88

その後自動的にオルがンの初期設定が立ち上がります。
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9.アヘ
°
ンテ
・
ィクス

9口1テ
'モ
ツンク
・
ス

オルカラにはいくつかのテ
中
モ曲があり、音を聞くことができます。

デモを呼 び 出すため には、SETTING MENUか らDEMOを 選 びます。次 の画 面が現 れ ますと

NOT AVAILABLE

[ F I E L D  A ]、 [ F I E L D▼ ]ホ
・
タンで、聞きたいトラックを選 び、[ E N T E R ]を押 します。

プレイ′ヽ
・
ックを止める場合は[EXI司を押します。

9.2ホ
・
イス回―カルオフ

ホ
・
イスを回―カル・オフモート

や
にすると、オルがンからは音がでないで、MIDIメッセープ(system

Exclus杵e)が送信されます。その結果、接続した楽器がオンになり、その楽器の音が鳴り
ます。

ホ
・
イスを回―加レ・オフモードにするためには、[S](セット)ホ

や
タンを押したまま、[C](キャンセル)ホ

・
タンを

押します。そうすると、すべてのストップランプが点灯し、画面は次のようになります。

S口uHDS
L口ERL 口Hダ回FF

PRESS SETやERHEEL
FER SETTIHE

次にストップランプを押して、ランプを消します。そしてもう一度[S]と[C]を同時に押すと、日―力,レ
オフが保存できます。

日一加レ。オフ設定後の画面がその状態を示します。
一 ランプ点灯:ホ

・
イスが回―カル・オフモート

・
になっています。(オJレがンの音はでます。)

― ランフ
°
消灯:ホ
・
イスが回一カ,レ・オフ状態になっています。(オルがンの音はでません。)

通常の操作では、ホ
・
イスがローカル・オフモート

や
になっている場合、電源スイッチをオンにすると、

ストツプランプが3回点滅した後、点灯します。

３３



9,3オヘ
°
レーションシステムα)アッフ

°
ク
・
レート
・

オルカ
や
ンのオヘ
°
レーションシステムのアッフ

°
グレート
・
には MIDIファイル(,MID)リータ

・―が必 要です。つまり

アップグレードファイルのテ
や―夕がォルガンに送信されなければなりません。MIDiシーケンスに使う

′■卜
・
ウエアか、このタイプのファイ,レを情報処理できるコンヒ

°
ューターのソフトウェアハ

°
ッケーシ
・
を使うことに

なります。送信側のMIDI予
や―タアウトプットホ

°―卜*にシ
fュ
ビレートの[MIDI IN]コネクタ=に接続して

下さい。 (ネハ
ート
・
ウェアモシ
・
ュラ
ーの MID1 0UTか 、シリアルか、USB/MIDIイ ンタ

ーフエースか、コンヒ
°
ューター

を使 つている場 合 のプョイホ
°―卜等です。)

必 要 な接続 が済 んだら、[FIELD A]、[VALUE珂 、[ENTER]の 3つを同時 に押 したまま、

電源スイッチをオンにします。画面は次のようになります。

W員ITI間白

T□ JPDRTE

Eriョbltt HIいI

これはアップク
・
レート
・
が呼び出され、予

や―夕を待っている状態を示しています。ついで、.MID

ファイ,レが送信側の機器に準備されます。接続が成功し、アッフ
°
ク
・
レードのファイアレが準備できる

と、画面は受信したテ
・―夕をハ
°一センテーシ
・
で表示します。

口RITINB

TB WPDRTE

Er:aL31害 ‖IDI

Lc・コdi兜口=  子を

受信が済むと次の画面が現れます。

日PDttTE

EBHPLETED

Lnaコ ユ● ロュぃ上

Lc,ading= ュB日%

ここで一度オルがンの電源を切り、再びオンにします。そのときに次の画面が出た場合は

RELERSE EHk:SUH

とドドuド

アップク
・
レート
・
が不成功だったことを示します。はじめからやり直してください

４３


	File
	File0001
	File0002
	File0003
	File0004
	File0005
	File0006
	File0007
	File0008
	File0009
	File0010
	File0011
	File0012
	File0013
	File0014
	File0015
	File0016
	File0017
	File0018
	File0019
	File0020
	File0021
	File0022
	File0023
	File0024
	File0025
	File0026
	File0027
	File0028
	File0029
	File0030
	File0031
	File0032
	File0033
	File0034
	File0035

